


■
問
い
合
わ
せ
先

力くん

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
最
終
予
算
見
込
額
（
３
月
追
加
補
正

後
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
０
億
５
１
４
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
４
１
億
５
６
０
万
円
、
国
県
支
出
金
が

25
億
５
４
６
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
51
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
財
源
の
多
く
を
占
め
る
市
税
は
、
１
３
億
４
１
８
１
万
円

で
10
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
少
子
高
齢
化
も
相
ま
っ
て
年
々
増
加
す
る
社
会
保
障
費
の

増
に
伴
い
、
民
生
費
が
３
５
億
８
９
８
４
万
円
、
借
入
金
の
返
済
と
し

て
の
公
債
費
が
、
１
１
億
３
９
４
９
万
円
と
な
り
全
体
の
36
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

特
色
的
な
普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
９
億
円
、社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
（
３
本
）
７
千
万
円
、

昨
年
か
ら
の
繰
越
事
業
と
し
て
防
災
拠
点
施
設
（
市
民
会
館
）
改
修
事

業
３
億
６
千
７
百
万
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
政

の
健
全
化
を
表
す
「
健
全
化
判
断
比
率
」
の
４
指
標
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
経
年
変
化
で
着
実
に
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
民
の
視
点
を
基
本
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
引
き
続

き
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

１　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
最
終
予
算
（
見
込
）
の
状
況

歳入歳出総額　130億 5,144 万円　3月追加補正予算後
【歳出】 【歳入】

総務費
2,016,208
15.5％

民生費
3,589,844
27.5％

公債費
1,139,493
8.7％

1,117,486
8.6％

農林水産
業費
1,179,622
9.0％

衛生費
1,942,504
14.9％

その他
2,066,280
15.8％

農林農林

地方交付税
4,105,600
31.5％

国庫支出金
2,554,667
19.6％

市税
1,341,812
10.3％

市債
2,118,360
16.2％

県支出金
1,359,667
10.4％

諸収入
267,126
2.0％

その他
1,304,205
10％00％％

２　

平
成
27
年
度
市
税
の
内
訳

　

市
税
の
う
ち
、
一
番
大
き
な

比
重
を
占
め
る
も
の
は
固
定
資

産
税
の
６
億
４
５
２
６
万
円
で
、

次
に
大
き
い
も
の
は
市
民
税
の

５
億
６
７
９
６
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

区　分 決算見込額
固 定 資 産 税 645,264
市 民 税 567,966
市 た ば こ 税 135,975
軽 自 動 車 税 53,560
都 市 計 画 税 25,729

合　計 1,428,494

【単位：千円】

【単位：千円】 【単位：千円】



３　

市
民
一
人
当
た
り
の
公
債
費
償
還
負
担
額

（
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
）

　

地
方
財
政
状
況
調
査
の
決
算
収
支

を
も
と
に
、
年
度
末
の
人
口
で
除
し

て
い
ま
す
。
27
年
度
は
３
月
追
加
補

正
後
の
予
算
額
で
積
算
し
て
い
ま
す
。 

　

公
債
費
は
、
借
入
金
の
返
済
額

の
こ
と
で
す
。
平
成
27
年
度
は
、

11
億
３
９
４
９
万
円
、
市
民
一
人
当

た
り
の
負
担
額
は
７
万
２
０
１
９
円

と
な
り
ま
し
た
。
経
年
変
化
で
減
少

し
て
い
た
の
で
す
が
、
平
成
25
年
度

並
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度

末
の
地
方
債
（
借
入
金
）
残
高
見
込

額
は
、
１
０
６
億
１
４
６
９
万
円
に

な
る
予
定
で
す
。

83,947
72,017

68,266 72,019

100000

60000

0
H24 H25 H26 【年度】

【円】

H27

４　

市
民
一
人
当
た
り
の
歳
出
額
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
負
担
額
年
度
別
比
較

 【単位：円】

区分 市民 1人に
使われるお金

市民１人当たりが
納める税金

24 年度 596,199 82,962
25 年度 559,743 85,131
26 年度 630,543 84,776
27 年度 837,996 90,514

　

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る
お
金
と
納
め
る

税
金
は
、
当
該
年
度
の
地
方
財
政
状
況
調

査
の
決
算
収
支
を
も
と
に
、
年
度
末
の
人

口
で
除
し
て
い
ま
す
。 

　

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
昨
年

同
期
に
比
べ
約
21
万
円
の
増
（
約
33
％
）、

納
め
る
税
金
は
約
６
千
円
の
増
（
約
７
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
27
年
度
は
３

月
追
加
補
正
予
算
後
の
予
算
額
に
対
し
て

の
積
算
見
込
み
で
す
。

【単位：千円、％】

区 分 平成 27 年度予算見込額
予算額 歳入執行額 執行率 歳出執行額 執行率

一 般 会 計 13,051,437 11,573,153 88.7 11,425,168 87.5

特別会計

簡 易 水 道 152,996 142,367 93.1 132,564 86.6
国 民 健 康 保 険 3,129,011 3,204,123 102.4 3,057,540 97.7
交通災害共済事業 2,854 2,647 92.7 1,635 57.3
地 方 卸 売 市 場 534 521 97.6 139 26.0
介 護 保 険 2,146,225 2,135,505 99.5 2,056,179 95.8
後期高齢者医療保険 216,934 213,696 98.5 208,688 96.2

計 5,648,554 5,698,859 100.9 5,456,745 96.6
合 計 18,699,991 17,272,012 92.4 16,881,913 90.3

５　

各
会
計
別
予
算
の

　
　

最
終
予
算
見
込
の
状
況※歳入歳出執行額は、平成 28 年 4月 25 日現在※歳入歳出の執行については、逓次繰越と繰越明許費を含んでいます。

市役所の財政状況を測定する３つの『指標』
①財政基盤の強さを表す『財政力指数』
②財政の柔軟性をみる『経常収支比率』
③財政負担の程度を示す『実質公債費比率』

◎
西
之
表
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

区 分 23年度 24 年度 25 年度 26 年度 類似団体内平均値
①財政力指数 0.26 0.25 0.25 0.26 0.41
②経常収支比率 94.7 94.2 93.0 96.3 90.1
③実質公債費比率 14.4 12.5 10.8 8.9 11.1

【西之表市の財政状況指標】

　

財
政
状
況
を
測
定
す
る
３
つ
の

指
標
に
つ
い
て
上
表
を
見
て
み
る

と
、
実
質
公
債
費
比
率
を
除
き
、

類
似
団
体
（
人
口
、
産
業
構
造
が

類
似
し
た
団
体
）
の
平
均
値
と
比

べ
大
き
く
差
が
あ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま

す
。
改
善
策
と
し
て
、
市
税
等
徴

収
へ
の
取
組
強
化
や
経
費
節
約
、

借
入
金
の
抑
制
な
ど
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
特
に
借
入
金
等
の

実
質
的
な
財
政
負
担
の
程
度
を
示

す
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
経

年
変
化
で
大
き
く
改
善
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

市
の
借
金
で
あ
る
地
方
債
残
高

は
、
借
入
の
抑
制
と
こ
れ
ま
で
の

繰
上
返
済
に
よ
り
、
平
成
13
年
度

の
約
１
７
５
億
円
を
ピ
ー
ク
に
毎

年
減
少
し
、
平
成
27
年
度
末
に
は
、

約
１
０
６
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
貯
金
と
な
る
基
金
残
高

は
、
平
成
19
年
度
に
借
入
金
を
繰

上
返
済
す
る
た
め
に
取
り
崩
し
た

影
響
も
あ
り
４
億
円
程
度
ま
で
減

少
し
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
末

に
は
、
約
21
億
円
程
度
に
な
る
見

込
み
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
地
域
振
興
推

進
事
業
と
し
て
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
や
シ
カ
と
の
共
存

と
被
害
ゼ
ロ
促
進
事
業
、
給
食
セ

ン
タ
ー
施
設
補
修
事
業
、
西
之
表

港
船
舶
給
水
整
備
事
業
な
ど
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
諸
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。
事
務
事
業
の
選

定
に
つ
い
て
は
行
政
評
価
制
度
を

駆
使
し
な
が
ら
、
財
政
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。



【
建
築
物
除
却
届
】

　

工
事
部
分
の
床
面
積
が
10
㎡
を
こ
え

る
除
却
工
事
を
行
う
場
合
、
工
事
施
工

者
は
建
築
基
準
法
第
15
条
第
１
項
に
よ

る
「
建
築
物
除
却
届
」
を
、
市
役
所
を

経
由
し
、
都
道
府
県
知
事
（
熊
毛
支
庁

建
設
課
建
築
係
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
届
出
を
し
な
い
又
は
虚

偽
の
届
出
を
し
た
場
合
は
、
50
万
円
以

下
の
罰
金
を
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
届
】

　

左
記
に
該
当
す
る
建
設
工
事
を
行

う
場
合
、
発
注
者
又
は
自
主
施
工
者

は
、
工
事
に
着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま

で
に
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
第
10
条
に

よ
る
届
出
書
を
都
道
府
県
知
事
（
熊
毛

支
庁
建
設
課
技
術
調
整
係
）
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
を
し
な

い
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場
合
は
、

20
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
建
築
物
の
解
体
工
事

　

床
面
積
の
合
計
が
80
㎡
以
上

②
建
築
物
の
新
築
・
増
築
工
事

　

床
面
積
の
合
計
が
５
０
０
㎡
以
上

③
建
築
物
の
修
繕
・
模
様
替
等
工
事
（
リ

フ
ォ
ー
ム
等
）

　

請
負
代
金
の
額
が
１
億
円
以
上

④
建
築
物
以
外
の
工
作
物
の
工
事
（
土

木
工
事
等
）

　

請
負
代
金
の
額
が
５
０
０
万
円
以
上

※
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
第
21
条
に
よ
り

解
体
工
事
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、

請
け
負
お
う
と
す
る
解
体
工
事
の
規
模

や
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県

知
事
の
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
土
木
工
事
業
、
建
築
工

事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
に
係
る
建

設
業
の
許
可
を
受
け
た
者
は
登
録
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
登
録
を
受

け
ず
解
体
工
事
業
を
営
ん
だ
者
は
、
１

年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
を
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
手
続
き
】

①
登
記
し
て
あ
る
建
物
を
解
体
す
る
場

合
は
、
解
体
し
て
か
ら
１
ヶ
月
以
内
に
、

法
務
局
に
建
物
の
滅
失
登
記
を
申
請
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
登
記
し
て
い
な
い
建
物
を
解
体
す
る

場
合
は
、
解
体
し
て
か
ら
す
み
や
か
に
、

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
係
に
「
固

定
資
産
税
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
建
築
物
除
却
届
に
関
す
る
こ
と
）

　

市
役
所
建
設
課
建
築
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
３
８

　

熊
毛
支
庁
建
設
課
建
築
係

　

℡
２
２-

１
８
６
７

（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
関
す
る
届
に
関

す
る
こ
と
）

　

熊
毛
支
庁
建
設
課
技
術
調
整
係

　

℡
２
２-

１
８
６
６

（
滅
失
登
記
に
関
す
る
こ
と
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
種
子
島
出
張
所

　

℡
２
２-

０
６
６
８

（
固
定
資
産
税
家
屋
滅
失
届
に
関
す
る
こ
と
）

　

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
３
４

建
築
物
等
の
解
体
等
に
は

各
種
届
け
出
が
必
要
で
す

　

４
月
28
日
、
市
民
会
館
で
「
平
成
28

年
度
行
政
連
絡
員
総
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
委
嘱
状
交
付
、
永

年
勤
続
表
彰
の
後
、
職
務
に
つ
い
て
の

説
明
や
市
役
所
各
課
か
ら
業
務
説
明
・

連
絡
事
項
及
び
各
種
補
助
制
度
に
つ
い

て
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
区
行
政
連
絡
員
及
び
行
政
連
絡
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
様
々

な
分
野
で
市
政
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
。

【
永
年
勤
続
表
彰
】
10
年
以
上
の
勤
続

　

西　

重
成
（
池
田
自
治
会
）

　

是
枝　

明
男
（
美
浜
町
自
治
会
）

【
校
区
行
政
連
絡
員
・
行
政
連
絡
員
名
簿
】

　

左
表
の
と
お
り

行政連絡員総会
開催

■問い合わせ先
　市役所地域支援課
　コミュニティ推進係
　℡ 22‐1111 内線 215



平成 28 年度　校区行政連絡委員・行政連絡員名簿



中
央
墓
園
墓
地
（
上
之
原
町
）

墓
地
使
用
権
の
公
募
抽
選
会

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
上
之
原
町
の
中
央
墓
園
内

墓
地
の
区
画
増
設
に
伴
う
、
墓
地
の
永

代
使
用
権
の
公
募
抽
選
会
を
、
次
の
要

領
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
不
備
が
あ
る

場
合
は
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
全
文
を
熟
読
し
不
備
の
な
い
よ

う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
公
募
抽
選
区
画
】
全
35
区
画

※
当
選
者
に
は
、
抽
選
結
果
順
位
の
上

位
順
に
使
用
区
画
を
指
定
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
事
前
に
現
地
の
下
見
を

行
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
（
現
地
に
は

区
画
表
示
を
し
て
い
ま
す
）。

【
抽
選
会
の
日
時
】

（
受
付
開
始
）
６
月
30
日
（
木
）
午
前

10
時
か
ら

※
午
前
10
時
30
分
以
降
は
会
場
に
入

室
で
き
ず
、
抽
選
会
に
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
（
午
前
10
時
30
分
か
ら
抽
選
会

終
了
ま
で
出
入
口
を
施
錠
し
ま
す
）。

余
裕
を
も
っ
て
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
午
前
10
時
30
分
の
施
錠

ま
で
に
、
会
場
に
入
室
し
た
す

べ
て
の
方
の
受
付
を
終
了
次
第
、

抽
選
を
開
始
し
ま
す
。

【
抽
選
会
の
会
場
】
市
役
所
２
階

入
札
室
※
会
場
は
中
央
墓
園
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
抽
選
会
に
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
（
認
印
可
）

②
委
任
状
（
抽
選
会
に
代
理
人

が
参
加
す
る
場
合
の
み
必
要
）

※
受
付
時
に
①
印
鑑
と
②
委
任

状
の
持
参
が
な
い
場
合
は
、
抽

選
会
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
注
意
事
項
】

※
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

こ
と
、
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ

と
、
中
央
墓
園
内
に
墓
地
を
有

し
て
い
な
い
こ
と
、
当
選
し
た

場
合
は
当
選
日
か
ら
５
年
以
内

に
納
骨
堂
等
を
建
立
す
る
こ
と

を
参
加
の
条
件
と
し
ま
す
の
で
、

当
日
、
誓
約
書
に
署
名
押
印
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
当
選
後
、
市
税

完
納
証
明
書
及
び
住
民
票
（
ど
ち
ら
も

西
之
表
市
役
所
市
民
生
活
課
発
行
）
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
抽
選
会
当
日
、
申
込
者
の
都
合
が
悪

い
場
合
は
代
理
人
の
参
加
を
認
め
ま
す

が
、
必
ず
委
任
状
（
様
式
任
意
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
委
任
状
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
に
様
式
を
定
め
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
財
産
監
理
課
に
も
様
式
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
事
前
に

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
永
代
使
用
権
料
（
６
９
０
０
０
円
）

を
７
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い

場
合
は
、
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
、

次
点
者
に
そ
の
権
利
が
移
り
ま
す
。

※
今
回
の
区
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
区
画

よ
り
面
積
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
（
２

ｍ
×
３
ｍ
）。

※
５
年
以
内
に
納
骨
堂
等
を
建
立
し
な

い
場
合
、
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が

あ
り
ま
す(

中
央
墓
園
管
理
規
程
第
11

条
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
財
産
監
理
課
管
理
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
８
４



　

６
月
４
日
〜
10
日
は
『
歯
と
口
の

健
康
週
間
』
で
す
。「
む
し
歯
」
や
「
歯

周
病
」
の
予
防
に
は
、
規
則
正
し
い
食

生
活
、
禁
煙
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
な
ど
を
使
っ
て
の
適
切
な

歯
磨
き
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持

ち
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
と
口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
維

持
に
つ
な
が
り
ま
す
。
１
年
に
一
度
の

こ
の
機
会
に
、
歯
と
口
の
点
検
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
健
康
増
進
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
３
２
６
・
３
２
７

 ～健康も楽しい食事も
                               いい歯から～

６月４日～６月１０日は
「歯と口の健康週間」です

浄
化
槽
法
定
検
査

受
検
の
お
願
い

　

浄
化
槽
法
定
検
査
（
法
第
11
条
）
は
、

浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
適
正

に
使
用
さ
れ
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常

に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
、

不
正
事
項
が
あ
れ
ば
、
行
政
及
び
関

係
者
が
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

早
期
に
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
を
目

的
に
す
る
も
の
で
す
。

　

検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽
（
設
置

年
度
ご
と
に
対
象
と
し
て
い
ま
す
。）

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
指
定
検
査
機

関
（（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ

ン
タ
ー
）
か
ら
日
程
通
知
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
検
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
検
査
手
数
料
（
５
〜
10
人
槽
）】

・
単
独
浄
化
槽　

４
０
０
０
円

・
合
併
浄
化
槽　

６
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９-
２
９
６-

９
０
０
０

　

鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　

℡
０
９
９-

２
８
６-
３
６
８
５

　

市
役
所
市
民
生
活
課
環
境
安
全
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
３
０
４

県
立
中
種
子
養
護
学
校

学
校
見
学
会
・
体
験
学
習
会

を
開
催
し
ま
す

　

学
校
見
学
会
・
体
験
学
習
会
は
、
本

校
で
の
教
育
活
動
に
参
加
し
た
り
、
教

育
相
談
な
ど
を
利
用
し
た
り
し
て
、
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
行
事
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
の
発

達
や
学
習
・
行
動
な
ど
で
心
配
や
悩
み

が
あ
る
園
児
、
児
童
、
生
徒
や
そ
の
保

護
者
、
関
係
の
方
々
は
ど
な
た
で
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

７
月
６
日
（
水
） 

午
前
９
時
〜
11
時
20
分

※
教
育
相
談
等
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
，
11
時
20
分
〜
14
時
15
分
（
昼
食
時

間
を
含
む
）
に
設
定
い
た
し
ま
す
。

※
参
加
さ
れ
る
子
ど
も
さ
ん
の
上
履

き
や
昼
食
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
も

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
開
催
場
所
】
県
立
中
種
子
養
護
学
校

【
申
込
方
法
】

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

６
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
い

た
だ
く
か
、
電
話
で
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
中
種
子
養
護
学
校

　

℡
２
７-

２
８
１
８

　

Fax
２
７-

０
１
６
７

市
民
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
市
民
講
座
受
講
生
を

左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
５
月
25
日
発
行
の
「
平
成
28
年

度
生
涯
学
習
市
民
講
座
受
講
生
募
集
」

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

　

６
月
１
日(

水)

〜
30
日(

木)

※
必
着

【
受
講
料
】

　

１
講
座
に
つ
き
、
１
人
年
間

１
０
０
０
円
（
教
材
費
等
は
別
途
実
費

負
担
）

【
開
講
式
】

　

７
月
６
日
（
水
）
19
時
か
ら

　

市
民
会
館
３
０
１
会
議
室

【
申
込
方
法
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー
ル
、
電
話
、

社
会
教
育
課
窓
口

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
厳
正
な

抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

先
着
順
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
各
講
座
の
日
時
に
つ
い
て
は
原
則
、

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
変
更
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
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西
之
表
市
で
は
、平
成
20
年
度
に
「
西

之
表
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
条
例
」

を
制
定
し
、
全
国
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご

支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
寄
附

は
「
子
育
て
支
援
・
人
材
育
成
・
産
業

振
興
」
等
、
８
通
り
の
使
途
を
指
定
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
27
年
度
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
の
総
額
は
次
の

通
り
で
す
。

【
西
之
表
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
本

市
へ
の
直
接
寄
付
）】

　

総
額　

１
５
，
８
７
４
，
６
２
７
円

　

全
７
８
７
件

（
北
海
道
16
件
、
東
北
19
件
、
関
東
・

甲
信
越
４
０
８
件
、
北
陸
16
件
、
東
海

85
件
、
関
西
１
６
０
件
、
中
国
17
件
、

四
国
18
件
、
九
州
・
沖
縄
48
件
）

【
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
（
鹿
児
島
県

を
経
由
）】

　

総
額　

１
０
３
，
１
５
３
円

　

全
６
件

（
関
東
２
件
、
関
西
２
件
、
東
海
２
件
）

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
「
西
之
表
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」及
び「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
」は
、

次
の
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
と
伊
佐
市
（
旧
大
口
市
・

旧
菱
刈
町
）
の
交
流
は
、
第
２
次
世
界

大
戦
時
の
学
童
疎
開
を
縁
に
、
様
々
な

形
で
続
い
て
き
ま
し
た
。
戦
後
70
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
時
を
知
る
方
々

の
記
憶
か
ら
振
り
返
り
、
疎
開
の
様
子

や
体
験
者
の
思
い
を
記
録
し
た
記
念
誌

「
つ
な
ぐ
〜
語
り
継
ぎ
た
い
思
い
〜
」
を

発
行
。
種
子
島
高
校
放
送
部
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
疎
開
体
験
者
と
受
け
入
れ

家
庭
の
家
族
が
、
戦
後
70
年
以
来
の
再

会
を
果
た
す
様
子
を
、
記
録
に
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

70
年
の
時
を
超
え
、
再
び
交
流

「
西
之
表
市
・
伊
佐
市
交
流
事
業
」

戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

「
戦
後
70
年
展
」
開
催
事
業

　

第
２
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
70
年
目

の
節
目
に
当
た
る
平
成
27
年
８
月
に
、

鉄
砲
館
「
戦
後
70
年
展
〜
失
う
前
に
聞

か
し
ょ
ー
わ
い
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

西
之
表
市
内
の
戦
争
を
体
験
し
た
方
々

の
体
験
談
か
ら
作
成
し
た
パ
ネ
ル
展
や

戦
争
体
験
者
に
よ
る
講
演
会
「
種
子
島

の
戦
争
を
聞
く
」
を
実
施
。
講
演
会
、

特
別
展
に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
交
流
の
場

「
市
民
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　
　

セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
」

　

大
規
模
改
修
を
終
え
、
平
成
28
年
１

月
３
日
の
成
人
式
を
皮
切
り
に
供
用
を

開
始
し
た
市
民
会
館
。
そ
の
完
成
を
祝

う
と
と
も
に
、
今
後
よ
り
多
く
の
市
民

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
平
成

28
年
１
月
11
日
、
市
民
参
加
に
よ
る
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

行
政
文
書
回
覧
用
回
覧
板
の
作
成

　

行
政
文
書
回
覧
用
回
覧
板
１
０
０
０

冊
を
新
た
に
作
成
し
、
各
自
治
体
へ
配

布
し
ま
し
た
。

榕
城
小
学
校
へ
図
書
購
入

　

新
た
に
図
書
を
購
入
し
、
榕
城
小
学

校
へ
届
け
ま
し
た
。
今
後
の
子
ど
も
た

ち
の
学
習
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

▲古田獅子舞保存会による
獅子舞の披露

▲種子島鉄砲太鼓保存会による演奏



５０ｇ

☞

オオキンケイギク
（別名「特攻花」）は

です！

　

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
鮮
や
か

な
黄
色
の
花
を
つ
け
る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ

ギ
ク
（
別
名
「
特
攻
花
」）。
道
路
沿
い

で
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
こ
の
植
物
は

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て

指
定
さ
れ
、
植
え
た
り
、
拡
げ
た
り
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
を
駆
逐

し
、
辺
り
の
景
観
を
一
変
さ
せ
て
し
ま

う
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

処
理
す
る
際
に
は
、
根
か
ら
引
き
抜

い
た
も
の
を
２
〜
３
日
天
日
に
さ
ら
し

て
枯
死
さ
せ
た
後
、
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。
場
所
に
よ
っ
て
は
除
草
剤
に
よ
る

駆
除
も
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
拡
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
種
子
を
つ
け
る
前
に
駆
除
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

土
手
や
道
路
を
黄
色
に
彩
る
、
き
れ

い
な
花
で
す
が
、
他
の
草
花
の
た
め
に

も
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ先
　市役所市民生活課
　環境安全係
　℡ 22‐1111 内線 304

ＳＴＯＰ！



　

過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
大
字
地
域

へ
の
夫
婦
世
帯
移
住
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
事
業
目
的
】

急
激
に
進
行
す
る
地
域
の
高
齢
化
と
人

口
減
少
に
対
応
し
、
今
求
め
ら
れ
る
地

域
へ
の
定
住
を
誘
発
す
る
施
策
を
講

じ
、
大
字
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

一
助
と
し
ま
す
。
三
ヵ
年
継
続
事
業
と

し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
期
間
】

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

【
補
助
対
象
者
】

○
転
入
者
の
場
合

１
．
西
之
表
市
外
か
ら
新
た
に
指
定
地

域
内
（
主
に
大
字
地
域
）
に
定
住
し
よ

う
と
す
る
満
65
歳
以
下
の
夫
婦
世
帯

（
父
子
家
庭
、
母
子
家
庭
、
婚
姻
予
定

者
含
む
。）。
た
だ
し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
は
満
45
歳
以
下
の
夫
婦
世
帯

２
．
国
・
県
ま
た
は
、
市
が
実
施
す
る

他
の
同
様
の
補
助
金
や
助
成
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
者

３
．
指
定
地
域
に
原
則
と
し
て
５
年
以

地
域
を
支
え
る
定
住
促
進
事
業

（
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
事
業
）

に
つ
い
て

上
継
続
し
て
定
住
す
る
意
思
の
あ
る
者

４
．
居
住
地
の
自
治
会
に
加
入
す
る
者

○
転
居
者
の
場
合

１
．
指
定
地
域
外
（
主
に
市
街
地
）
か

ら
新
た
に
指
定
地
域
内
（
主
に
大
字
地

域
）
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
満
45
歳
以

下
の
夫
婦
世
帯
（
父
子
家
庭
、
母
子
家

庭
、
婚
姻
予
定
者
含
む
。）

２
．
指
定
地
域
内
（
主
に
大
字
地
域
）

に
居
住
す
る
満
45
歳
以
下
の
夫
婦
世
帯

（
父
子
家
庭
、
母
子
家
庭
、
婚
姻
予
定
者

含
む
。）
で
新
た
に
住
居
を
構
え
引
き
続

き
、
指
定
地
域
に
定
住
し
よ
う
と
す
る

者
（
建
替
え
は
対
象
外
）

３
．
国
・
県
ま
た
は
、
市
が
実
施
す
る

他
の
同
様
の
補
助
金
や
助
成
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
者

４
．
指
定
地
域
に
原
則
と
し
て
５
年
以

上
継
続
し
て
定
住
す
る
意
思
の
あ
る
者

５
．
居
住
地
の
自
治
会
に
加
入
し
て
い

る
（
す
る
）
者

【
指
定
地
域
】

　

榕
城
校
区
の
一
部
（
小
牧
野
・
竹
鶴
・

今
年
川
・
桃
園
・
岳
之
田
・
平
田
・
牧

之
峯
・
本
立
）、
下
西
校
区
の
一
部
（
下

石
寺
・
鞍
勇
）、
上
西
校
区
、
国
上
校

区
、
伊
関
校
区
、
安
納
校
区
、
現
和
校

区
、古
田
校
区
、住
吉
校
区
、安
城
校
区
、

立
山
校
区
、
中
割
校
区

【
補
助
の
要
件
の
主
な
要
件
】

１
．
市
税
等
を
世
帯
員
全
員
が
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

２
．
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
、
消
費
税

を
除
く
住
宅
建
物
価
格
が
５
０
０
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
（
建
て
替
え
は
対
象

外
。）

３
．
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
、
住
宅
所
有

者
は
対
象
外
。
消
費
税
を
除
く
工
事
代

家賃補助 住宅リフォーム補助 住宅建築補助

１ . 民 間 賃 貸 住
宅（管理費、共益
費、駐車場代は含
まない）の月家賃
の 1/2 とし、限度
額は 2万円とする。
２. 最長 36 ヶ月（申
請した月の翌月）
が算定期間となる。
３. 勤務先から住宅
手当を受けている
ときは、家賃月額
から当該額を差し
引いた額の 1/2
４. 日割り算定分の
家賃は対象となら
ない。
５. 子ども加算額な
し。

リフォームに要した工事費 30
万円以上（消費税は除く）の
50％以内を補助する。ただし、
限度額を超える場合は限度額
となる。なお、地域によって
補助限度が異なる。

建築費経費額または購入契約額
（土地購入費含む。消費税は除
く。）の 10％以内を補助する。
ただし、限度額を超える場合は
限度額となる。なお、指定地域
によって補助限度額が異なる。

指定地域
補助限度額 こども

加算額
交付方法

リフォーム 住宅建築

小牧野、竹鶴、今
年川、桃園、岳之
田、平田、牧之峯、
本立、下石寺、鞍
勇

50 万円 50 万円 子育て加算
最高限度額
15 万円
「中学生以
下の子ども
1 人につき
5 万円が加
算

単年度
一括払い上西、国上、伊関、

安納、現和、 古田、
住吉校区

75 万円 100 万円

安城、立山、中割
校区

100 万円 150 万円

金
が
30
万
円
以
上
で
、
所
有
者
の
同
意

が
必
要

４
．
家
賃
補
助
の
場
合
、
独
立
生
計
を

営
み
、
家
賃
を
支
払
う
能
力
が
あ
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
地
域
支
援
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
１
５

【具体的な支援】



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

【納付・免除・未納の違い】

　

会
社
を
退
職
し
て
、
国
民
年
金
に
加
入

し
た
と
こ
ろ
、
月
額
１
６
２
６
０
円
の
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
が
届
き
ま
し

た
。
失
業
中
の
た
め
、
保
検
料
を
払
う
こ

と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
何
か
良
い
方
法

は
あ
り
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
第
１
号
の
方
は
、
毎
月
の
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま

に
し
な
い
で
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
」
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得(

１
月
か
ら
６
月
ま
で
は
前
々
年

所
得
）
が
一
定
以
下
の
場
合
や
失
業
し
た

場
合
な
ど
で
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と

免
除
や
納
付
猶
予
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
役
場

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
申
請
書
を
提

出
す
る
か
、
年
金
事
務
所
へ
郵
送
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター　℡ 22‐1111 内線 306

ご
注
意
！

熊
本
地
震
に
便
乗
し
た
不
審
な
訪
問
や
電
話

【
添
付
書
類
】

失
業
に
よ
る
申
請
の
場
合

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写
し

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
等

【
注
意
事
項
】

   
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

免
除
等
に
該
当
す
る
と
農
業
者
年
金
が
喪

失
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

老齢基礎年金 障害基礎・遺族
基礎年金受給資格
期間への算入

受給資格期間
への算入

年金額
への算入

納付 ○ ○ ○
全額免除 ○ 　△ *1 ○
一部納付 *2 ○ △ ○
納付猶予 ○ × ○
未納 × × ×

*1　年金額は全額納付した場合の２分の１が支給されます。
*2　一部納付の保険料を納付していることが必要です。
障害・遺族基礎年金を受けるためには一定の受給要件があります。
また免除・猶予期間の保険料は 10 年以内であれば追納できます。

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
関
連
し
て
、
義
援
金
等
を
求
め
る
不
審
な
訪
問

や
電
話
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
震
災
害
に

関
連
し
た
「
う
そ
電
話
詐
欺
」
な
ど
の
被
害
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
義

援
金
等
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
募
っ
て
い
る
団
体
等
の
活
動
状
況
や
使

途
を
よ
く
確
認
し
、
納
得
し
た
上
で
寄
付
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
】

　

数
日
前
、
友
人
宅
に
不
審
な
２
人
組
の
訪
問
が
あ
り
、
被
災
者
へ
の
寄

付
金
を
求
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。
信
用
で
き
な
い
と
思
い
断
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
帰
っ
た
と
い
う
。
あ
や
し
い
の
で
情
報
提
供
す
る
。（
60
歳
代
女
性
）

　
　
　
　
「
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情
報
」
よ
り

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
義
援
金
等
は
、
よ
く
考
え
納
得
し
た
上
で
寄
付
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
な
電
話
は
、
長
話
を
せ
ず
す
ぐ
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
来
訪
の
申
出
は
、
キ
ッ
パ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。

○
金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
、
不
審
に
感
じ
た
ら
決
し
て
支
払
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
署

等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
こ
れ
ま
で
の
詐
欺
被
害
の
傾
向
と
し
て
、
新
聞
記
事
や
テ
レ
ビ
等
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
に
関
連
し
た
詐
欺
被
害
の
可
能
性
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、「
熊
本
地
震
災
害
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

「
電
力
小
売
り
自
由
化
」「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

な
ど
・
・
・
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



平
成
27
年
度
ま
な
び
〜
隊
活
動
報
告

人
気
度
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
３
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８

「宿泊学習」

「カヌー・いかだ体験」

「水ロケットづくり」



特
別
公
開
２
０
１
６

ご
来
場
あ
り
が
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
24
日
（
日
）、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
特
別
公
開
２
０
１
６
「
開
け
、
宇

宙
へ
の
扉
。」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
悪
天
候
の
中
、
約
６
０
０
名
の
皆

様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

実
施
に
あ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、
地
元
団
体
の
出
店
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
地
元
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宇
宙
セ
ン
タ
ー

職
員
一
同
、
来
場
者
の
方
々
と
ふ
れ
あ

う
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
大
変
充

実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
も
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た

だ
け
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
い
た

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
！

支
援

の
輪 を

広
げ

よ
う！

援

の を
広
げ

よ

　

２
０
０
９
年
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
飛
行

士
候
補
者
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
大
西
宇

宙
飛
行
士
。
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
、
日

本
で
厳
し
い
訓
練
を
積
み
重
ね
、
今
月

か
ら
待
望
の
初
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
、

４
か
月
間
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
長
期
滞
在
が
始
ま
り
ま
す
。

滞
在
中
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
第
48
次
／
49
次
長

期
滞
在
ク
ル
ー
の
フ
ラ
イ
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
、
宇
宙
環
境
を
利
用
し
た
実

験
や
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
運
用
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
長
期
滞
在
に
対
し
て
、「
人

類
史
上
、
最
大
の
宇
宙
建
造
施
設
で
あ

り
、
実
験
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
る
Ｉ

Ｓ
Ｓ
を
最
大
限
に
活
用
す
る
為
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

精
進
し
て
い
き
た
い
。
次
代
を
担
う
者

の
一
員
と
し
て
、
自
ら
の
長
期
滞
在
の

際
に
は
、
子
供
た
ち
に
よ
り
身
近
に
宇

宙
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
魅

力
を
様
々
な
形
で
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
西
宇
宙
飛
行
士
の
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

大
西
宇
宙
飛
行
士

宇
宙
へ
初
フ
ラ
イ
ト
！



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

土
田　

キ
ヌ
子
川
迎

土
田　

家
理

牧
瀬　

孝

川
迎

牧
瀬　

優

鎌
田　

実
行

峯

鎌
田　

マ
サ
子

中
村　

正
人

本
立

中
村　

正
男

武
田　

資
幸

川
迎

武
田　

幸
子

柳
田　

泰
夫

納
曽

柳
田　

宣
子

木
原　

俊
一

武
部

木
原　

幹
夫

川
下　

廣
美

浅
川

川
下　

廣
榮

伊
豆
元　

勝
美

浜
之
町

伊
豆
元　

サ
サ
エ

木
原　

清
市

鹿
児
島
市
木
原　

ト
メ

能
野　

三
郎

上
能
野

能
野　

ミ
ツ
エ

畑
山　

善
則

古
田
中
之
町

畑
山　

ト
メ

河
内　

ト
シ
エ

榕
城
中
目
河
内　

金
雄

牛
野　

久
子

松
畠

牛
野　

均

名
越　

晴
郎

西
町

名
越　

ミ
カ

形
岡　

ひ
と
み

西
町

形
岡　

賢
一

鮫
島　

洋
二
郎

田
屋
敷

鮫
島　

ス
ガ

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

岡
留　

礼れ

あ愛

女
竜
一
朗

知
子

城

平
畠　

璃り

せ星

女

譲
二

美
奈
子
小
牧

岩
切　

蒼そ
う
ま真

男

純
平

幸
恵

鹿
児
島
市

荒
木　

緑み
ど
り

女

敦

舞

松
畠

長
野　

陽ひ
ま
り鞠

女

誠

陽
子

松
畠

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3758 4217 7975 3956
上西 243 277 520 281
下西 1067 1222 2289 1175
国上 565 611 1176 612
伊関 193 212 405 209
安納 204 219 423 227
現和 644 660 1304 678
安城 148 166 314 175
立山 57 54 111 56
中割 50 51 101 59
古田 190 227 417 201
住吉 425 508 933 511

［火　災］
 出火件数　 1 件
 うち建物　 1 件
［救　急］
 出動件数　63件
 うち急病　42件

発生件数　 ８件
死 者　  0 人
負 傷 者　 10人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 15,968 人（＋   186）
男性   7,544 人（＋   104）
女性   8,424 人（＋     82）

［世帯数］
世帯（＋   125）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

能
野　

助
次

82

上
能
野

能
野　

ナ
カ

89

上
能
野

花
木　

計
治

70

庄
司
浦

春
村　

サ
チ
子

88

池
野

森　

ま
し
よ

62

白
石

長
田　

春
好

80

野
首

德
永　

シ
ナ

90

中
西

木
原　

節
郎

86

武
部

榎
本　

甚
藏

84

現
和
上
之
町

大
草　

ノ
リ
子

75

鴨
女
町

古
元　

俊
彦

70

美
浜
町

堀　

浩
信

39

形
之
山

古
田　

久
美

61

浜
脇

牧
瀬　

義
文

73

東
町

　

嶋　

一

85

城

松
元　

秀
義

81

野
首

　
　

秀
吉

80

上
能
野

中
園　

安
則

91

大
平

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

押
川　

ツ
ナ

105

浜
之
町

竹
之
内　

美
佐
江

80

国
上
中
目

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

園
田　

真
司　
　
　

上
石
寺

　
　

＆

岩
川　

由
佳　
　
　

鹿
児
島
市

小
山
田　

傑　
　
　

現
和

　
　

＆

遠
藤　

佳
奈　
　
　

現
和



青
空
と
緑
の
里
に
わ
ら
び
苑
今
日
も
笑
顔
の
花
咲
く
と
こ
ろ

桜
咲
く
今
年
も
き
れ
い
に
満
開
に
活
気
に
満
ち
る
過
疎
の
里
山

亡
き
母
が
木
市
に
求
め
し
梅
の
木
な
り
小
さ
き
花
に
母
の
浮
か
び
ぬ

腰
痛
の
我
を
見
舞
い
に
た
ん
ぽ
ぽ
は
小
さ
き
手
の
中
初は

つ
は
る春

匂
う

春
の
日
の
庭
に
咲
き
た
る
桃
色
の
野
ば
ら
一
輪
風
に
揺
れ
お
り

滋
賀
の
娘こ

へ
思
う
が
ま
ま
を
詩う

た

に
詠
み
メ
ー
ル
で
贈
る
卯
月
の
朝

我
が
乗
る
「
わ
か
さ
」
に
今
朝
の
新
聞
も
共
に
積
み
あ
り
待
つ
人
数あ

ま
た多

古い
に
し
えは
流る

に
ん人
の
笛
聞
き
し
里
山
に
テ
レ
ビ
塔
立
ち
電
波
塔
立
つ

種
子
島
の
歴
史
風
雪
秘
め
て
立
つ
裸
身
の
巨
木
の
み
息
仰
ぐ

杖
つ
く
も
二
本
が
楽
よ
と
与
え
ら
れ
友
の
情
け
に
頭
下
が
り
ぬ

い
ま
だ
見
ぬ
ケ
シ
コ
の
花
の
種
子
ま
き
ぬ
八や

そ

じ
十
路
の
胸
を
躍
ら
せ
に
つ
つ

爽
や
か
な
季
節
の
風
を
称
え
ん
と
三み

そ
ひ
と
も
じ

十
一
文
字
に
あ
れ
こ
れ
悩
む

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
真
っ
盛
り
赤
青
色
に
草
取
り
急
か
さ
る

這
え
ば
立
て
曾
孫
の
餅
ふ
み
感
謝
し
て
泣
い
て
笑
っ
て
拍
手
喝
采

岩
を
打
つ
光
る
白
波
春
街
道

立
春
に
桜
を
見
た
ら
八
分
咲
き

わ
ら
び
苑
・
岩
崎　

真
一

古
田
上
之
町
・
江
口　

広
恵

鹿
児
島
市
・
大
山
貴
美
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

榕
城
中
目
・
小
林
由
美
子

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

西
町
・
名
越　

和
子

納
曽
・
古
市　

律
子

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

白
石
・
森　

ア
イ
子

本
立
・
吉
永　

正

東
町
・
和
田　

正
子

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
か
ず
ひ
こ

区　分 島内産 島外産
入荷量 18 トン 26 トン
44 トン （41％） （59％）
取引額 582 万円 542 万円
1,124 万円 （52％） （48％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,006 540 3,971 507
葉 茎 菜 類 3,756 498 7,620 1,007
果 菜 類 2,098 793 4,479 1,339
そ の 他 8,562 1,992 5,204 1,035
小 計 16,422 3,823 21,274 3,888

果
物
類

かんきつ類 0 0 383 65
果 瓜 類 0 0 227 69
そ の 他 631 542 3,002 1,022
小 計 631 542 3,612 1,156

鳥卵・加工品等 514 279 920 301

花　類
40,655

1,178
1,370

75
本 本

青
果
状
況
【
５
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
6
月
の
休
み
》
1
日
・
5
日
・
8
日
・
12
日
・
15
日
・
19
日
・

　
　
　
　
　
　

22
日
・
26
日
・
29
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
子
ど
も
ま
つ
り
。
雨
天
で
の
開
催

で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
む
表
情
を
届
け
た
い
と
思

い
、
表
紙
に
選
び
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
わ
だ
い
で
掲
載
し
た
、
安
城
小
学
校
の
漂
流

び
ん
制
作
。
そ
の
前
に
行
わ
れ
た
日
曜
参
観
に
も
お
邪

魔
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
講
習
に
飛
入
り
参
加
。
３
分
程

度
で
す
が
、
真
剣
に
取
り
組
む
と
終
わ
る
頃
に
は
、
じ

わ
じ
わ
汗
が
・
・
・
。
久
々
の
運
動
（
？
）
に
身
体

も
気
分
も
ス
ッ
キ
リ
！
「
明
日
の
朝
か
ら
や
っ
て
み
よ

う
！
」
と
目
覚
ま
し
を
セ
ッ
ト
・
・
・
し
た
も
の
の
、

い
つ
も
通
り
の
朝
。
未
だ
に
実
行
出
来
ず
に
い
る
担
当

者
で
し
た
（
笑
）。　
（
莉
）

　

平
成
28
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
春
の
誌
上
短
歌

大
会
に
お
い
て
、日
笠
山
エ
チ
子
さ
ん
（
国
上
）
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
「
命
一
つ
持
ち
て
生あ

れ
来
し
産
声
に
婿
は
名
を
呼
ぶ
涙
声
に
て
」

　

日
笠
山
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
大
会
で
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
大
会
で
の
特
選
受
賞
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、「
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し

い
。」
と
、
喜
び
も
大
き
い
よ
う
で
し
た
。

　

日
笠
山
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
政
の
窓
5
月
号
18
ペ
ー
ジ
「
火
災
・
救
急
」
の
記
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）﹇
火
災
・
救
急
﹈
出
火
件
数
10
件
、
う
ち
建
物
０
件

（
正
）﹇
火
災
・
救
急
﹈
出
火
件
数
１
件
、
う
ち
建
物
０
件



■ 日　　時/2016年7月3日（日）11：15～受付・12:00～開会
■ 場　　所/アジュール竹芝
　　　　　　　地下鉄/大門駅より徒歩10分・JR線/浜松町駅より徒歩7分
　　　　　　　東京都港区海岸1-11-12   TEL（03）3437-5566
■ 会　　費/男性…8,000円 ・ 女性…5,000円
　　　　　　学生…半額
■ お申込み/関東種子島会事務局
　　　　　　 TEL（048）995-4125（午前9時～午後4時）
　　　　　　 FAX（048）995-6483

　関東種子島会は、平成６年に市の要請で、出郷者の会、黒潮会（種
子高）、種子実同窓会島睦会、現和会、草加市種子島会、南州会が合
流し発足した会です。各会の会員が相互に連携して親睦を図るとと
もに、郷土種子島の発展と社会に寄与することを目的とした会です。
　年一回の総会では、市長、県議を始め島出身の芸能人、著名人も
参加して頂き、種子島の将来のための意見交換をしたり、カラオケ
等の芸能大会や島の物品の抽選会をしたりして楽しんでいます。
　他に会を作っている方、あるいは同級生同士集まりたい方、この
会に合流して交流を深めてみませんか。

関東種子島会　会　　長  桑  山　 貢
　　　　　　　事務局長  竹之内康一
　　　　　　　　　　　  他役員一同

第18回関東種子島会に
           参加しませんか
第19回関東種子島会に
           参加しませんか
第19回関東種子島会に
           参加しませんか
第19回関東種子島会に
           参加しませんか


